
消
防
団
と
は

　
皆
さ
ん
は
消
防
団
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
消
防
団
は
、
火
災
が
起
き
た
と
き

に
消
防
車
で
い
ち
早
く
駆
け
付
け
、
消

防
職
員
と
と
も
に
消
火
・
救
助
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
主
に
地
域
に
住
む
人
た

ち
で
、
日
頃
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を

持
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
火

災
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
は
自
宅
や
職

場
か
ら
災
害
現
場
へ
駆
け
付
け
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
下
、
地
域
に

お
け
る
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
る
消
防
団
。
地
域
防
災
の
要
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
構
成

　
11
月
1
日
現
在
、
成
田
市
消
防
団
は

12
分
団
95
カ
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

1
、
4
2�

3
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
20
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き

積
載
車
74
台
の
車
両
が
配
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

消
防
団
の
活
動

　
消
防
団
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の

現
場
で
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
人
命

救
助
や
避
難
誘
導
、
二
次
災
害
の
防
止

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
と

き
で
も
、
火
災
予
防
の
広
報
活
動
や
応

急
手
当
て
の
指
導
な
ど
を
行
い
地
域
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、次
の
通
り
で
す
。

災
害
時
の
活
動

◦
火
災
の
消
火
活
動
や
支
援
な
ど

◦
火
災
鎮
火
後
の
警
戒

◦
風
水
害（
台
風
・
集
中
豪
雨
・
洪
水
）

な
ど
へ
の
警
戒

災
害
時
以
外
の
活
動

◦
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
の
啓
発
活
動

◦
夜
警
な
ど
年
間
を
通
し
て
の
警
戒
活

動
◦
消
火
活
動
や
人
命
救
助
の
訓
練

◦
出
動
に
備
え
た
機
械
・
器
具
の
点

検
・
整
備

※
く
わ
し
く
は
消
防
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
9
0
）へ
。

私
た
ち
の
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

成
田
市
消
防
団

火
災
や
河
川
の
氾
濫
、
崖
崩
れ
な
ど
、
災
害
の
と
き
に
真
っ
先
に
駆
け
付
け
る
消
防
団
。

私
た
ち
の
先
頭
に
立
っ
て
ま
ち
を
守
る
た
め
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

訓練の成果を操法大会で披露

　成田市消防団では、地域を守る消防
団員を募集しています。入団できるの
は、市内在住・在勤・在学の18歳以
上で、熱意のある健康な人です。団員
には活動服が貸与されるほか、年間報
酬や出動した際の手当などが支給され
ます。活動に興味を持った人は、消防
総務課（☎20-1590）へ問い合わせて
ください。
女性消防団員も随時募集中
　平成29年4月1日に消防団女性部が
新たに発足し、地域防災力のさらなる
向上を目標に掲げ活動を開始しまし
た。女性部は、住民に対する応急手当
ての指導や火災予防啓発活動を行うな
ど、さまざまな場面で活躍しています。

あなたの力が必要です

広報なりた 2020.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です7


